
い
ち
か
わ
ば
し

宮
城
・市
川
橋
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

八
嶋
伸
明

・
星
　
清

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

宮
城
県
多
賀
城
市
市
川
字
館
前

一
九
九
五
年
調
査

　
一
九
九
二
年
（平
７
）
七
月
１

一
二
月

一
九
九
七
年
調
査

　
一
九
九
七
年
四
月
―

一
一
月

一
九
九
八
年
調
査

　
一
九
九
八
年
四
月
１

一
一
月

官
城
県
教
育
委
員
会

加
藤
道
男

・
古
川

一
明

・
佐
久
間
光
平

・
村
田
晃

一

茂
木
好
光

・
岩
見
和
泰

。
早
川
英
紀

。
東
理
浩
明

ど
、
古
代
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
遺
跡
群
が
分
布
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
都
市
計
画
道
路
建
設
に
伴
う
も
の
で
、　
一
九
九
二
年
度
か
ら

四
年
間
継
続
し
て
行
な
っ
た
。
対
象
地
は
多
賀
城
跡
外
郭
南
辺
の
南
約
二
〇

〇
ｍ
に
位
置
す
る
、
東
西
約
四
五
〇
ｍ
南
北
約

一
五
―
二
五
ｍ
の
範
囲
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
ほ
ぼ
中
央
で
、
多
賀
城
南
門
か
ら
南
に
延
び
る
南

北
大
路
を
検
出
し
た
。
道
路
の
幅
は

一
人
―
二
三
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
道
路
の
西

側
で
は
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
河
川
を
挟
ん
で
、
古
代
の
掘
立

柱
建
物

・
竪
穴
住
居

。
井
戸
な
ど
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。　
一
方
、
東
側
で
は
水

田
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
遺
物
は
土
師
器
や
須
恵
器
な
ど
の
土
器
を
中
心

に
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約

一
〇
〇
〇
箱
分
出
土
し
て
い
る
。
特
に
河
川
で
は

堆
積
土
か
ら
約
七
〇
〇
箱
に
の
ぼ
る
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
河
川
か
ら
六
点
、
南
北
大
路
を
覆
う
堆
積
層
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

河
川
は
、
南
東
か
ら
南
西
へ
と
北
に
緩
や
か
な
弧
を
描
く
よ
う
に
流
れ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
遺
物
の
出
土
状
況
を
み
る
と
、
弧
状
の
流
路
の
内
側
に
あ
た

る
南
岸
側
か
ら
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
遺
物
を
含
む
砂
層
が
古
い

順
に
堆
積
し
、
川
の
流
路
が
時
代
が
下
る
に
つ
れ
南
か
ら
北
に
移
動
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

河
川
は
堆
積
層
出
土
遺
物
の
内
容
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
、
古
墳
時
代
後
期
、

奈
良
時
代
―
平
安
時
代
初
頭
、
平
安
時
代
の
大
き
く
四
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
こ
の
う
ち
奈
良
時
代
―
平
安
時
代
初
頭
の
河
川
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
か
ら

九
五
年
度
調
査
で
二
点

（い
⑬
）、
九
八
年
度
調
査
で
三
点

（①
ｌ
③
）
と
、
平

2  14  3

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代

―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

市
川
橋
遺
跡
は
、
古
代
の
陸

奥
国
府

・
多
賀
城
跡
の
南
側
の

ムロ
‐
積
地
に
立
地
す
る
。
周
辺
に

仙

は
多
賀
城
跡
を
は
じ
め
山
王
遺

跡

。
水
入
遺
跡

・
高
崎
遺
跡
な



1998年出土の木簡

安
時
代
の
河
川
Ｓ
Ｄ
五
〇
五
五
の
堆
積
層
か
ら
九
八
年
度
調
査
で

一
点
出
土
し

て
い
る
。
両
河
川
は
と
も
に
幅

一
人
ｍ
以
上
深
さ
三
―
四
ｍ
を
測
る
。
こ
れ
ら

の
河
川
か
ら
は
他
に
、
多
量
の
土
器

・
瓦

・
木
製
品

・
石
製
品

。
金
属
製
品

・

製
鉄
関
係
遺
物
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
漆
紙
の
付
着
し
た
上
器

や
、　
三
二
〇
〇
点
を
越
え
る
膨
大
な
量
の
墨
書
土
器

・
刻
書
土
器
も
含
ま
れ
て

い
る
。

漆
紙
文
書
と
墨
書
土
器
に
つ
い
て
み
る
と
、
漆
紙
文
書
に
は
歴
名
様
文
書
の

断
簡
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
は

一
字
の
も
の
が
主
体
を
し
め
る
。
複
数
字
の

も
の
に
は

「科
上
家
子
」
「官
十
六
酒
」
「造
仏
石
西
」
「松
竹
内
」
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
「厭
」
「
日
理
郡
□
浜
駅
家
厨
」
と
い
っ
た
施
設
名
や
、
「信
夫
」

「菊
多
」
「
日
理
」
な
ど
の
地
名
、
「秦
」
「嶋
足
」
「上
万
呂
」
な
ど
の
人
名
の

ほ
か
、
人
面
墨
書
土
器
も
多
数
出
土
し
て
い
る
。

南
北
大
路
を
覆
う
堆
積
層
は
、
河
川
の
埋
没
後
お
よ
び
南
北
大
路
の
廃
絶
後

の
湿
地
状
の
凹
地
に
堆
積
し
た
粘
土
層
で
あ
る
。
九
七
年
度
調
査
で
塔
婆
が
出

土
し
た
。
そ
の
他
に
白
磁
や
か
わ
ら
け
の
破
片
、
皇
宋
通
宝
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

以
下
の
木
簡
の
釈
文
は
、
調
査
次
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺
構
ご
と
に
掲
げ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
〇
二
一

〔略
雑
畠

略
畠

成
立
家
ヵ
〕

ω
　
・
「杜
家
立
成
雑

書
要
回
□
書
□
□
□
□
□

「杜
家
立
成
雑
書
事
要
略

一
巻
雪
寒
呼
知
故
酒
飲
書
」

∞
φ
ｏ
×

∞
ω
×

⇔
　

ｏ
拌
μ

一り
　
。
「
＜
寺
空
ス
大
紅
庁
マ
感
名
々
目
【肺

巧
一
町
心
仲
　
　
　
　
　

」

。
「
＜
　
　
　
『照
勝
勝
　
宮
隅
道
道
送
道
道
前
ヒ］

卜
や
×
〕
ｏ
×
∞

〔
師
力
〕

０
　
。
「
＜
多
珂
郷
土
ロ
マ
真
」

〔病
ヵ
〕

。
「
＜
□
米
五
斗
　
　
　
」
　
　

　
　

　
　

　
　

ＰＮ巽
∞巽
ト

い　
飾
祭

」

。
×
件
物
□
□

『　
□
□

鼈

舒
込

賓

後
筆
重
言

　

　

　

　

（⇔授

Ｃ

巡

働

　

□□［国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜∞）×
∞Φ×
μ騨

Ｓ
Ｄ
五
〇
五
五

〔橘
ヵ
〕
〔雙
力
〕

０
　
。
「
＜
大
□
十
五
□
」

〔札
ヵ
〕

Ｌ
＜
三
□

　

　

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽受
Ｐ斐
∞

南
北
大
路
上
の
堆
積
層

⑦

Ｔ
南
美
日畿
ヵ〕

名
甕
臼
玉
絋
剛
℃

（８
∪
×
ぢ
×
卜
　
鼠
ド
　
　
ー３

〇
∞
］

〇
∞
騨



(1)～ (4)1:2、 (6)1:1
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い
は
長
さ
三
六
〇
硼
、
幅
三
六
ｍｍ
の
短
冊
型
を
呈
す
る
。
長
さ
と
幅
は
そ
れ

ぞ
れ
令
小
尺
の

一
尺
二
寸
、　
一
寸
三
分
に
あ
た
る
。
樹
種
は
檜
で
、
両
面
と
も

か
な
り
削
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

内
容
は

『杜
家
立
成
雑
書
要
略
』
の
習
書
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
は

『社
家

立
成
』
と
も
略
称
し
、
唐
か
ら
伝
来
し
た
書
簡
の
模
範
文
例
集
で
あ
る
。
成
立

は
唐
初
の
貞
観
年
中
頃
、
著
者
は
杜
正
倫
ま
た
は
そ
の
兄
の
杜
正
蔵
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
書
の
写
本
は
中
国
で
は
す
で
に
失
わ
れ
、
正
倉
院
に
宝
物
と

し
て
伝
わ
る
光
明
皇
太
后
筆
の

一
本
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
出
土

資
料
に
も
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い
。
本
木
簡
が
初
の
出
土
例
で
あ
る
。

本
木
簡
は

一
面
に

『杜
家
立
成
』
冒
頭
部
書
名
の
文
字
を
習
書
し
、
も
う

一

面
に
は
書
名
に
続
い
て
、
巻
数
と
最
初
の
書
簡
文
例
の
題
が
書
か
れ
て
い
る
。

文
字
は
全
体
に
固
い
印
象
を
受
け
る
書
で
、
中
心
軸
が
揃
わ
な
い
。
上
か
ら

一

気
に
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
手
本
の
写
本
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
書
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
王
義
之
風
の
書
と
さ
れ
る
光
明
皇
太
后
筆
の
正
倉
院
の
も
の

と
は
似
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
字
内
容
も
正
倉
院
本
と
は
若
千
の
異
同
が
あ
る
。

本
木
簡
の
書
簡
文
例
の
題
の
部
分

「雪
寒
呼
知
故
酒
飲
書
」
は
、
正
倉
院
の
も

の
で
は

「呼
」
が

「喚
」
で
あ
り
、
ま
た

「酒
」
字
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

本
木
簡
の
手
本
と
な
っ
た
写
本
は
、
正
倉
院
の
も
の
と
は
別
系
統
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で

『杜
家
立
成
』
は
都
の
皇
族
や
貴
族
、
太
政
官
の
曹

司
と
い
っ
た
ご
く
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
普
及
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

本
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
そ
の
写
本
が
多
賀
城
近
辺
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
来

・
普
及
の
あ
り
方
な
ど
の
位
置
付
け
は
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
本
木
簡
に

は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
習
書
と
は
別
に
薄
い
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
内

容
は
不
明
だ
が
習
書
に
先
行
す
る
文
書
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。

②
は
大
伴
マ
丸
女
に
関
す
る
個
人
カ
ー
ド
の
よ
う
な
記
録
簡
と
思
わ
れ
る
。

裏
面
に
は
異
筆
で
習
書
が
書
か
れ
て
い
る
。
①
は
米
の
荷
札
で
あ
る
。
国
名
を

記
し
て
い
な
い
の
で
、
陸
奥
国
内
の
多
珂
郷
か
ら
国
府
に
進
上
さ
れ
た
米
に
付

け
ら
れ
て
い
た
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
『和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
行
方
郡
に
多
珂

郷
、
宮
城
郡
に
多
賀
郷
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
④
は
重
ね
書
き
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
破
損
の
た
め
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
も
と
は
何
ら
か

の
給
物
に
関
す
る
文
書
木
簡
と
思
わ
れ
る
。
⑤
は
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書

さ
れ
た
も
の
で
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
⑩
は
付
札
で
、
橘
に
付
け
ら
れ
て
い

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
⑭
は
南
北
大
路
を
覆
う
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
、
唯

一

時
代
の
異
な
る
木
簡
で
、
小
型
の
塔
婆
で
あ
る
。　
一
一
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ

′つ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
大
学
東
野
治
之
氏
、
東
北
大
学
今
泉

隆
雄
氏
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
か

ら
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
　
　
（１
１
７
　
古
川
一
明
、
８
・
９
　
吉
野
　
武
）




